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Endocytosis is a membrane deformation phenomenon that allows the direct uptake of 
solutions containing macromolecules. In this study, we designed a light-responsive 
membrane stretching molecular machine and found that an endocytosis of phospholipid 
vesicles containing the molecular machine, was induced. Furthermore, we successfully 
incorporated micro-meter scale M13 bacteriophage into the vesicles by the endocytosis by 
which in vivo stability of M13 phage in blood vessels was improved. 
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エンドサイトーシスに代表さ

れるベシクルの内部への分裂は

マイクロスケールの生体高分子

を含む溶液を直接取り込むこと

が可能な膜変形現象である。しか

しながら、これまで膜変形におけ

る物理的な制約から、人工的に実

現するのが困難とされてきた。最

近、演者は可視光照射によって構

造が直線状から扇状へと変化す

る、アゾベンゼン骨格を有する光

応答性分子機械(OpL:図 A)の合
成に成功した。さらに、OpLを導
入した DOPCベシクル(DOPC/OpLベシクル)に対して可視光を照射したところ、リ
ン脂質ベシクルのエンドサイトーシスが起こること見出した 1)。この人工エンドサイ

トーシスを利用することで、マイクロスケールのバクテリオファージをベシクル内に

取り込み、保護することで、in vivoにおける血中内での安定性を向上させることがで
きる(図 B)。本講演ではこのエンドサイトーシス様の分裂を起こすベシクルの材料設
計、および応用の詳細に関して報告する。	
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